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加熱によって変質させたセメント粉末を用いて Uおよび Srの収着試験を行い、その前後の固相分析結果

と合わせて、セメントの熱変質が放射性核種の収着挙動に与える影響について検討した。 
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1.緒言 福島第一原子力発電所の廃止措置においては、事故直後に高温環境下にさらされて変質したコンク

リート構造物における放射性核種の収着挙動を把握することが解体作業を効率的に進め、また、そこから生

じる廃棄物を合理的に処理・処分する上で必要となる。 

そこで本研究では、実験にて加熱処理を加えた模擬変質セメント試料に対し、汚染源として想定される代

表的な元素をトレーサーとして用いた収着試験を行い、放射性核種の収着挙動を検討した。 

2.実験 普通ポルトランドセメントを水セメント比 0.60で混練して締固めたセメントペースト(HCP)を粉砕

したもの、および 200℃または 400℃で 72時間加熱した HPCを粉砕したものを固相試料とした。Uの収

着溶液は、ICP-MS用 U標準液を、純水または NaCl溶液で 1ppmとなるように希釈して調製した。ま

た、Srの収着溶液は、pH緩衝液を溶媒として Sr濃度が 100ppmまたは 300ppmとなるように調製した。

なお、固液比は Uの収着試験で 1:100、Srの収着試験で 1:200とし、収着時間は 1日とした。 

収着後、固液分離を行い、液相の元素濃度を ICP-MS または-OESを用いて測定した。また、収着試験前

後の固相試料に対して SEM-EDX分析を行った。 

3.結果・考察 Uの収着は、今回実施した試験条件下では熱変質および液

相の違いによらず極めて高く、収着率は全条件において 99%以上の値を示

した。 

Srの収着率を表 1に示す。Srにおいても収着率は高く、また、変質の影

響は確認されなかった。 

 SEM-EDXの結果、収着試験前の固相中には加熱温度 200℃および 400℃

においてそれぞれ未加熱試料とは異なる形態の結晶が見出された。またそれ

らの結晶は収着試験後には消失していることがわかった。 

 以上より、収着率に対する熱変質の影響がみられなかったのは、加熱によって生じた結晶への収着が低い

か、あるいは収着試験時にそれらの結晶が溶解したことが一因としてあげられる。 
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